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研究成果の概要（和文）：　多施設DPCデータと厚生労働省のレセプト情報等情報データベース（NDB）を利用
し、COVID-19の医療システムへの短期的、中期的な影響について分析を行った。その結果、短期的には病院の診
療報酬収入、予定手術、急性冠症候群、脳卒中、肺炎、などの入院症例の減少が示された。中期的には、緊急
PCIの院内死亡割合、非COVID-19患者の集中治療室でのリスク調整死亡率のCOVID-19流行による有意な変化は見
られなかった。さらに、二次医療圏単位での影響の分析の結果、二次医療圏の人口密度と、各感染拡大期の診療
提供の変化の相関関係と各感染拡大期の変化の傾向の違いの存在が示された。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the short-term and medium-term impact of COVID-19 on the 
healthcare system using nationwide multicenter DPC data and the National Database of Health 
Insurance Claims and Specific Health Checkups of Japan (NDB) of the Ministry of Health, Labor and 
Welfare. Furthermore, we also analyzed the impact of COVID-19 on the healthcare system of each 
secondary medical area, and examined the correlation between the population density of the secondary
 medical area and changes in healthcare provision during each wave of the COVID-19 spread, as well 
as differences in trends during each wave of infection. Our results suggested large-scale data such 
as DPC and NDB were effective in monitoring, evaluation, and analysis for providing stable medical 
services according to regional characteristics.

研究分野： 公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「Withコロナ」時代に、地域の特性に合わせて安定した医療サービスの提供を行うための精度、政策の立案のた
めには、現状をタイムリーにモニタリング、評価、分析する必要がある。本研究でDPC、NDBなどの大規模データ
は、定期的に収集されるリアルワールドデータであり、不確実性の高いCOVID-19の医療システムへの影響につい
て、迅速に分析できることを示した。しかし、NDBは利用までの手続きに数か月以上の時間を要し、今後、さら
なる活用のためにはデータ利用までの期間を短縮する必要性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 COVID-19 のまん延は、その初期から医療システムに甚大な影響を与えている。当分野では
多施設 DPC データを用い、緊急事態宣言が急性冠症候群、脳梗塞、がん、手術などに与えた影
響を分析し、急性疾患の減少、眼科手術などの予定手術の減少などを明らかにした。しかし、
COVID-19 確診患者が急激に増加している 2020 年 10 月以降の影響についてはまだ十分に研究
されていない。また、COVID-19 まん延の長期化に備えるため、慢性期医療への影響についても
分析する必要がある。さらに、今後の対策のため、その影響の地域差にも注目し、特に地域差の
要因の一つとして健康の社会的決定要因との関連について検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、COVID-19 のまん延の長期化に従い、持続可能な保健医療システムの確立のため、
多施設 DPC データ、厚生労働省のレセプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）などの
大規模データを用いて新型コロナウイルス感染症まん延の短期～中期的な影響とその地域差を
検討することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 京都大学大学院医学研究科医学経済学分野の Quality Indicator/Improvement Project(QIP)
に参加している病院の DPC データを用いて、COVID-19 まん延の初期、COVID-19 の予定手術の症
例数、急性冠症候群、心不全、脳梗塞、小児感染症、市中肺炎、小児ぜん息入院、アルコール性
肝疾患・膵炎、認知症患者に対する身体拘束への影響を分析した。また、COVID-19 のまん延が
経皮的冠動脈インターベンション（PCI）に及ぼす中期的な影響、集中治療室（ICU）における
COVID-19 受け入れが非コロナ患者の診療に及ぼす影響について分析した。さらに、NDB より、
2018 年 4 月から 2021 年 9 月までの医科・DPC・歯科レセプトデータを抽出し、初・再診料、入
院基本料、特定入院料、在宅患者診療・指導料、手術などの月単位の集計を行い、COVID-19 まん
延前との比較のため、2018 年度同月比を算出した。 
 
４．研究成果 
 QIP データ（多施設 DPC データ）の分析の結果、COVID-19 のまん延の前と比べ、COVID-19 の
まん延の初期の 2020 年 4月に市中肺炎、小児ぜん息、脳梗塞、心不全により減少が示された。
予定手術は、特に耳鼻科と眼科領域における減少が大きく、入院症例が 2020 年 5 月は前年と比
べ、耳鼻科は 7 割、眼科は 5 割減っていた（図 1）。市中肺炎の場合、重症例と比べ、計症例の
減少が大きい傾向が示された（図 2）。しかし、アルコール関連肝疾患・膵炎の 1,000 入院あた
りの入院率が COVID-19 まん延前と比べ、1.2 倍増加していた。小児感染性疾患は、一斉休校後
（2020 年 3～6月）に大幅に減少しており、特に気道感染症と消化管感染症において顕著であっ
た。COVID-19 パンデミックが急性期病院に入院している認知機能障害のある高齢者への身体拘
束に与えた影響についての分析では、COVID-19 患者の受け入れがあった病院で身体拘束の増加
を認めた（図 3）。 
 COVID-19 のまん延が長期化していることと共に、同データを用いて COVID-19 の中期的な影響
も分析を行った。COVID-19 流行が PCI（経皮的冠動脈インターベーション）実施に与えた中期的
な影響を調べた分析では、最初の流行においてはその後の流行に比較し、PCI 症例数は大きく減
少し、予定 PCI は緊急 PCI に比較し減少は大きかった。減少は、流行開始後約１年にわたって続
いた。一方で、緊急 PCI の院内死亡割合は、流行開始において、有意な変化は見られなかった。
また、COVID-19 を多く受け入れた病院ほど、COVID-19 以外の集中治療患者の減少が多い傾向が
見られた（図 4）。一方で COVID-19 以外の集中治療患者のリスク調整死亡率の COVID-19 流行に
伴う上昇は認められなかった。 
 NDB の分析の結果、第 1～5 波までの感染拡大期に、2018 年度同月と比べ、外来初診料は約 46％
まで、入院日数は 10%以上減少していた。減少の幅は、第 4 波以降、以前より縮小されていた。
一方で、在宅患者診療・指導料は、増加傾向にあり、2021 年 9月には 2018 年より 20％以上増加
していた（図 5）。手術件数も、感染拡大期に減少する傾向にあったが、診療科による差が大き
く、眼科と耳鼻咽喉科手術の減少が大きかった。二次医療圏単位での分析では、二次医療圏の人
口密度と、各感染拡大期の入院日数の減少は、弱い正の相関があったが、外来（初診＋再診）診
療件数の減少は、第 1波の時期は負の相関、第 2波以降は正の相関があった。 
 
 
 
 

 



 

 

 

  

図 2. 市中肺炎の重症度別の入院症例数の前年同月比 
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図 1. 2019 年 10 月～2020 年 9 月の待機手術症例数の前年同月比 
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図 3. 認知症ケア加算のついた高齢者 1,000 入院当たり身体拘束を受けた入数（2019 年

1 月 6 日～2020 年 7 月 4 日） 

図 4. COVID-19 でない ICU 患者受け入れ数の推移 



 

図 5. 外来初診件数、入院日数、在宅医療件数の推移 
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